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1. 年頭所感 “コロナ禍中における協力隊事業” 

１．会長挨拶 

 謹賀新年！ 2021 年が始まりましたが、皆さまにとっ

てこれまでとは違った新年をお迎えになったことと思い

ます。特に、この年末・年始は外出を控えて自宅で過ご

され方が多かったのではないかと思います。2020 年 1 月

に日本国内に新しい病気が発生していることが新聞報道

されて以降、この病気は“COVID-19”と命名され、日本

国内も含め世界中で自粛モードが政府の要請や自主的判

断で行われました。そして、このコロナ禍は現在も進行

中であり、皆さまにおかれましても或る意味で辛苦の 1

年間であったかと拝察いたします。特に JICA 海外協力隊

として派遣中に帰国された方々、あるいは隊員として現

地派遣に希望を膨らませて期待していた方々にとって派

遣待機という事態は精神的にも肉体的にも大変な状況が

現在も続いている方々もたくさんいらっしゃることと思

います。帰国後、JOCV 隊員として再派遣を辞退した方々

もいると聞き、残念な気持ちで一杯です。これまで 50 余

年の歴史をもつ JOCV 活動は派遣国の事情によって派遣

中止になったり派遣国内での活動に制約が生じたりした

ことはありましたが今回はこれまでとは異なる事態だと

思います。 

 これまでの JOCV の歴史を振り返ると、1965 年に“日

本青年海外協力隊”が発足して JOCV 隊員が初めてラオ

ス（東南アジア）に派遣され、1966 年にはケニア（アフ

リカ）、68 年にはエルサルバドル（中南米）へと派遣され

現在に至っています。この 50 余年間に約 5 万人超の

JOCV 隊員が派遣され、帰国後も様々な地域・国や分野

で活躍しています。その間に JICA 本体や JOCV の組織

変更が行われ、2018 年には“青年海外協力隊”といって

いた名称を総称として“JICA 海外協力隊”に改め、長期

派遣には「一般案件（広い職種）」と「シニア案件（一定

以上の経験・技能等が必要）」の 2種に区分されています。

前者の「一般案件」は“青年海外協力隊（20～45 歳）”“海

外協力隊（46～69 歳）”“日系社会青年海外協力隊（20～

45 歳）”“日系社会海外協力隊（46～69 歳）”、また「シニ

ア案件」は 20 歳から 69 歳を対象に“シニア海外協力隊”

“日系社会シニア海外協力隊（中南米の日系社会対象）”

に区分され募集・採用が行われるようになりました。こ

のような変革には様々な事由があったのだろうと推察し

ますが個人的に？なのは、ボランティア事業の“細分化”

と税金を投入しているため JOCV 隊員活動の“成果”と

いう視点で JOCV 隊員の活動内容が問われるようになっ

てきている、ということです。とは言え、JOCV 隊員に

応募する方々は“自発的”に“非営利的（無償的）”に“公

共性（途上国社会への貢献意思）”を持って活動されるこ

とと思います。 

 2020 年は JICA 海外協力隊の派遣国での活動に制約が

生じたとはいえ、国内ではさまざまな活動が行われてい

ることは特筆すべきだと思います。これは JOCV 隊員（帰

国中隊員、OBOG など関係者）を巻き込みつつ“協力隊

事業”への日本国民の理解を深めるという JOCV 事務局

（JICA）の強い意志でもあると思います。 

 諺に「艱難汝を玉にす」というのがあります。今回の

コロナ禍で様々な方々（待機中の隊員、規定の任期前に

終了した隊員、隊員を辞退した方、OB/OG など）には健

康・仕事・社会環境等でさまざまな予期せぬことが起こ

り得ることと思いますが、その時・その場所で「一所懸

命」に対処し乗り切ることを願ってやみません。 

最後に、自ら進んで JOCV 隊員となり、開発途上国で

悪戦苦闘するであろう（したであろう）老若男女のボラ

ンティアの皆さんの更なる健闘を祈らざるを得ません。 

フレーフレー、協力隊！頑張れ、頑張れ、協力隊！ 

青年海外協力隊千葉ＯＢ会 会長 西村邦雄 

（昭和 57 年度 4 次隊 理数科教師 ネパール） 
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2. 2020 年度活動報告 

≪報告事項≫ 

１．JICA エッセイコンテスト 2020 について 

今年も例年通りJICAエッセイコンテストの中学生の

部における一次審査を行いました。新型コロナの影響で

夏休みが短くなっていたこともあり、応募数の減少が危

惧されましたが、予想通り悲惨な数字で、わずか 444

作品だけになってしまいました。2016 年には 2,259

作品だったものが年々減り続け、昨年は 1388、今年は

とうとう昨年の 3 分の 1 にまで減ってしまいました。

例年は応募作品を浦安市国際センターにおいて仕分け

して在宅審査員へ送るのですが、作業が密になるとの理

由で今年はエッセイ担当宅から在宅審査員宅に直接送

ることにしました。次いで 10 月 10 日（土）に浦安市

国際センターにおいて一次審査（集合審査）を行いまし

た。今回は応募作品が少なかったので、一次通過の 2

作品と補欠 2 作品を選考して 2 次審査に送りました。

今回の応募作品のタイトルは例年と異なり、「新型コロ

ナ」や「人種差別（黒人問題）」が多く取り上げられて

おり、中学生の目線でなかなか読み応えのある作品が目

立ちました。もちろん定番の「環境問題」や「絆」に関

連する作品もあり、例年以上に選ぶ作業は大変でした。 

これから 2 次審査、最終審査を経て、来年 2 月には

表彰式が行われます。今年も千葉県から優秀作品が選ば

れれば嬉しいなと思っています。 

 

２．イベントについて 

今年度は新型コロナの影響でほとんど全てのイベン

トが中止になってしまいました。「協力隊まつり 2020」

や「国際フェスタ千葉」、さらに日本最大級の国際協力

イベント「グローバルフェスタ」も中止になりました。

東京オリパラも 1 年延期されたのですから、今年は新型

コロナの影響で仕方がありません。 

 

３．JOCV ナビについて 

こちらも新型コロナの影響で今年度は全て中止せざ

るを得ない状況になっています。本家本元の JICA 主催

の募集説明会（春と秋）が中止となっていますから、当

県だけが実施してもどうしようもないのですが、毎年応

募相談者から合格者を出して来ましたから、なんとも言

いようのない寂しさがあります。2019 年度 3 次隊の

隊員派遣も延期になっている現状からはもうしばらく

活動の再開には時間がかかりそうです。せめて来春くら

いからは再会できたらと思う今日この頃です。 

昭和 47-2 吉本 照夫 フィリピン 漁具漁法  

平成 20-3 伊藤 常子 
イエメン 

（ヨルダン振替） 
空手道 いすみ市 
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3. 2018～2020 年度 活動報告写真 

既に「2. 2020 年度活動報告」においてコロナ禍のために千葉 OB 会も活動を制約されたことを報告しましたが、こ

れまでの活動状況の写真を一部お見せします。 

2020 年 4 月総会（左：浜田会長報告、右：会員より質問） 

  

2019 年 11 月 

JOCA 関東ブロック会議後の懇親会 

2018 年 11 月 

JOCA 関東ブロック会議後の記念写真 

  

2019 年 4 月「協力隊まつり 2019」（千葉県出身現役隊員活動のパネル展示、応募相談） 

  

グローバルキッチン（左：2019 年ﾏﾚｰｼｱ料理、右：2018 年ﾈﾊﾟｰﾙ料理、御宿にて） 
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4. 会員レポート

昭和 47-2 吉本照夫 フィリピン 漁具漁法 

“ オイ！ コラ！ マテ！ ” 

“ ドコイキマスカ ” 

とつぜん投げつけられた言葉が日本語であることに気付くのに一瞬の間が必要だった。 

フィリッピン ノーザン・サマール州 任地カタルマンに近い漁民部落。 

赴任して間もなくのことだった。    その後、この言葉を何度も聞くことになった。 

終戦から 28 年近くの月日が流れていた。 

サマール島は太平洋戦争史に残るレイテ沖海戦のレイテ島の北に位置している。 

同期の農業隊員 鈴木幸榮氏と私が戦後に当地を訪れた最初の日本人との事だった。 

始めて訪れた島は余りにも美しく、平和でのどかで、そして貧しいところだった。 

いまでも毎年 広島、長崎の原爆記念日、終戦記念日が近付くと、サマール島で聞いた 

この日本兵が当地に残した日本語が鮮明に思い出される。 

顔は笑っていたが、目は決して笑っていなかった ・ ・ ・ ・ ・。 

 

昭和 47 年（1972 年） 

この年は札幌冬季オリンピックで始まった。日の丸飛行隊が 70 メートル級ジャンプの表彰台を独占、訓練直前に就

任した田中角栄首相の「日本列島改造論」に日本中が高揚していた。東京広尾での訓練中の 10 月、初めてのパンダ「ラ

ンラン」「カンカン」が上野動物園にやって来た。 訓練に入ってすぐの 9 月には派遣予定国フィリッピンではマルコ

ス大統領の独裁政権下、突如 戒厳令がしかれ、派遣延期の可能性も示唆されたが 誰も動揺、不安など感じていない

様だった。 

自分たちが若かっただけで無く、日本中に自信が溢れ、日本人ならどこに行っても、何があっても大丈夫と思える様

な時代だった。 

 

昭和 47 年 2 次フィリピン隊員 9 名 

稲留常弘 農業組織 San Fernando 亡くなられ故人 

片岡昭典 獣医師 San Fernando 福岡にて 「かた 21 動物病院」院長 

門脇義輝 農業土木 Dabaw 連絡取れず 

小寺義郎 果樹栽培 San Fernando 現在 JAICA 専門家 海外で活躍中 

小林  登 野菜栽培 Cagayan de Oro 連絡取れず 

鈴木幸榮 野菜栽培 Catarman Samar 地元農協退職 福島で農業 

田尻照久 農業土木 Mansalay Mindoro 農林省定年退官後ｼﾆｱ V でベトナムへ 

橋本清孝 稲作 San Fernando 北海道にて介護関係現役活躍中 

吉本照夫 漁具漁法 Catarman Samar サラリーマン退職 暇人 

 

我々の派遣からほぼ半世紀、協力隊の在り方も、隊員の気質も随分変わってきている様に思えます。   

数年前の事ですが、シニア・ボランテアーでベトナムに赴任する同期の田尻照久氏が出国前の訓練を受けている二本

松市の協力隊訓練所に同氏を訪ねたことがありました。 そこで訓練を受けている候補生の一人とたまたま話す機会が

有ったのですが、自分の候補生時代と違ってすごくスマートな印象でした。 海外にはプライベートでも、仕事でも何

度も行っており、外国語には自信があるとの事でした。 田尻氏に聞いたところ、現在の候補性は海外渡航の経験もあ

り、言葉もそこそこ自信のある方が多いと云う。  
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唯々 若さだけを頼りに全く未知の海外に飛び出した自分と比較し、改めて世の中の変化を感じる思いでした。 

我々同期 9 名、亡くなられた 1 名を除き全員が７０才を過ぎる歳となりましたが、皆 協力隊時代の強烈な思い出を

胸に違った人生を生きています。 

帰国後の人生はそれぞれに違っていても全員が協力隊の経験を誇りとしている事だけは間違いありません。 協力隊

の在り方、隊員の気質は当然時代とともに変わるものだと思います。その変化する情況の中で、一つの事業を継続する

ことは本当に大変なことであり、大切なことであり、また大きな力であると思います。 

昨今の世界的な新型コロナウイルス感染拡大のこの時期にご活躍されている隊員、関係者の方々に敬意を表しますと

共に、皆様のお力でこの活動がさらに継続発展していく事を願っております。      

 

写真は昨年 11 月 日光での同期会で写したものです。         令和 2 年  夏    

 

 

追伸 

我々 フィリピン同期は 3 年に一度、幹事持ち回りで同期会を開催しています。 

広尾で一緒に訓練を受けられた方、フィリピン OB,OG の中に写真を見て思い出して下さる方がおられれば嬉しい限

りです。また千葉県 OB 会の事ではありませんが、我々同期の門脇、小林の両氏と連絡が取れません。もし何方か両氏

のご消息をご存じの方がおられましたら、ぜひ吉本迄（teru-yoshimoto@mild.ocn.ne.jp）お知らせ頂きたく、お願い

申し上げます。 

尚 門脇氏は岩手県出身 岩手大学卒、 小林氏は東京都出身 東京農業大学卒です。 

 

 

平成 20-3 伊藤常子 イエメン（ヨルダン振替） 空手道 

任地への里帰り ー中東の動乱よりー 

中東ヨルダン、首都アンマン。何という巡り合わせか、ちょうど 10 年前に協力隊員として活動していたこの街で、

ロックダウンの中この記事をタイプしています。コロナ禍は当地も例外ではありませんが、各国で活動されていた隊員

の方々も一時帰国や任期短縮などを余儀なくされ、複雑な心境で過ごされていることと思います。 
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振り返ると私の協力隊生活も、二度の本邦退避の末に任国振替という波乱に満ちたものでした。2010 年に降り立っ

た中東の最貧国イエメンは、外国人誘拐やテロ事件が多発し、着任後 3 ヶ月で退避帰国。再赴任が叶ったものの情勢は

悪化し、協力隊員は全退避・振替措置が取られ、翌年には JICA 事務所や日本大使館も撤退となりました。その後のイ

エメンは「アラブの春」の民主化運動の波にのまれ内戦状態に突入し、世界最大の人道危機ともいわれる紛争が 5 年以

上も続き、未だ和平への道が見えません。振替先となったヨルダンは、比較的安定していて観光業も盛んですが、シリ

ア・イラク・パレスチナといった不安定な国々に国境を囲まれ、財源になり得る天然資源も乏しい中、隣国から流入す

る避難民にも社会サービスを提供し、高失業率や財政負担に苦しむ構造が常態化していました。 

 

協力隊への参加は、漠然と思い浮かべていた国際協力・途上国支援、国連といった世界を、キャリアのひとつとして

具体的に考えるきっかけとなりました。私は空手道隊員として、空手道の指導と普及を目的として派遣されましたが、

現地の人々の暖かさに触れる中、「ジャスミン革命」を発端としたアラブ諸国の民主化運動や内戦、イスラム国など過激

派組織の台頭といった中東地域の動乱を目の当たりにしたことで、この地域の安定化や将来的な復興プロセスに貢献し

たいという気持ちを持ちました。帰国後は、専門商社での公共調達業務、大学院留学、NGO や JICA 本部でのプロジ

ェクト経験を経て、今は国連プロジェクト・サービス機関（UNOPS）という国連機関で、シリア難民を受入れるコミ

ュニティ向け支援事業の管理や、支援にかかるドナーとの調整業務に携わっています。まさか 10 年後にこんな形で里

帰り赴任するとは、想像もしませんでした。 

 

思い返せば、当時まだ一般的だった終身雇用のトラックから自ら外れて協力隊に参加することには大きな不安があり

ました。一方、そのリスクをとったからこそ別世界に触れ、貴重な現地経験とともに、志を共有できる仲間とも出会い

ました。JICA、NGO、民間企業等に看板を替えて飛び回る隊員仲間と第三国で再会したりと、嬉しいサプライズも多々

あります。先を見通すことは今後ますます難しくなり、協力隊事業のあり方も変わっていくと思いますが、日本と世界

をつなぐ草の根外交とも呼ばれるエキサイティングでチャレンジングなこの旅を、これからも多くの方に味わってほし

いと OV の一員として応援しています。 

 

世界遺産のオールド・サナア（イエメン） 

この後、空爆で多くの建物が破壊されました。 
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映画「スターウォーズ」や「アラビアのローレンス」のロケ地ともなったワディ・ラム（ヨルダン） 

コロナ禍や動乱の中でも、壮大な砂漠の静けさは変わりません。 

 

 

5. 会員の定義について

 当会の“会員”の定義はこれまで「隊員派遣時に千葉県出身の隊員は全て会員です。」としてきたのですが、この数年

間に「OB 会を退会したい。」とか「会報を送らないでください。」とかいった連絡が 20 件以上届いています。さらに

「会員になった覚えはない。」とか言われると、「おっしゃる通りです」とお答えするしかないのですが、これからも当

会は活動を継続することになりますので、ここで改めて「会員の定義」についてお話しておいた方が良いと考え、この

項を設けました。 

 現実として現在の“会員”は前述の説明よりも少し広くなっており、隊員派遣時に千葉県出身だった方に加えて、帰

国後、千葉県に在住/在勤されておられる方も“会員”としています。 

 当会のような団体は一般的に「任意団体」と位置付けられており、年会費を設けている団体の場合は年会費納入者を

“会員”としていることが一般的ですが、当会は“会員”を限定的にとらえるのではなく、千葉県出身隊員をベースに

帰国後の長い人生において千葉県在住/在勤の方々も含めて“会員”としています。年会費を払っているか否かに関わら

ず「千葉県関係者全員を“会員”」としています。 

 実は OB 会会報を年 2 回定期的にお送りするようになったのは『2013 年夏号』からですが、全ての“会員”に会報

をお送りできているわけではありません。これは会員全員の住所を把握できないことに因るからです。JOCV 事務局か

ら個人情報保護の観点もあり派遣隊員の住所等の情報はいただけなくなり、更に平成 26 年度以降に派遣された隊員に

ついては「隊員ポータルサイト」で個人情報や隊員報告書等も管理されるようになったため、住所そのものが外部に全

く出されなくなりました。従って、当会として会員の住所管理を行っているのは約 1,900 名中 1,100 人くらいに留ま

っています。 

 今の時代は ICT/SNS の時代でありアナログ的な住所管理は時代遅れかもしれませんが、紙媒体の会報を地道に発行

し続けることで古いOBOGは隊員時代を思い起こす機会にもなり、また若いOBOGとの絆も生まれると信じています。

住所管理は地道な作業で、イベントや会合など色々なところで出会った OBOG の方々にお声を掛け、千葉県在住/在勤
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であれば住所やメルアド等の情報をいただいて、会員名簿を逐次加筆修正しています。 

 現実的に当会には入会もなければ退会もありませんので、“会員”であるとの自覚や認識を持つ必要は全くありません

から、あまり難しいことは考えずに会報が届いたらお気楽にお読みいただければ嬉しい次第です。でも、どうしても会

報は要らないという方は、当会の代表メルアドに「会報不要」とご連絡ください。 

 なお、会報は当会のホームページにも掲載していますので新しい OBOG にも当会の活動に興味のある方は閲覧でき

るようになりました。 

 いずれにしても、当会の“設立目的”（1977 年 6 月 1 日設立）である「帰国隊員相互の親睦を図りながら協力隊事

業を支援し、更に開発途上国でのボランティア活動で培った経験を活かし、千葉県内の国際協力や国際交流活動を促進

させる活動」と「派遣中隊員への支援」を継続して行っていきます。 

 

6. 編集後記

 新年あけましておめでとうございます。 

 2020 年は、新型コロナウイルスの影響で良くも悪くも様々な変化をもたらされた年だったと思います。私自身は IT

に関連する仕事をしているため、良い意味でテレワークなどの場所に縛られない働き方やオンラインでの仕事に関する

知見を得るという経験ができました。しかし、急すぎる変化はその分軋轢や歪みを生み出してしまうと思うので、2021

年はその反動が大きく出る年になるのではないかと危惧しています。そのため、想定できる範囲は事前に備えをして、

あとは「なんとかなる、なんとかする」という気持ちで 2021 年に臨みたいです。 

 気軽にお出掛けや旅行ができた日々の大切さに気付けたからこそ、また自由に気兼ねなく移動できる状況が早く訪れ

るように、引き続き気を緩めることなく生活を続けようと思います。 

(平成 27-3 ウズベキスタン共和国 PC インストラクター 高石 千絵) 

 

 

～お知らせ～ 

ホームページのご紹介 

 新ホームページはまだまだコンテンツが少ないので、掲載する内容など募集中です。地域での国際交流活動など、

なにかネタがあればご連絡ください。 

URL は下記ですが、「青年海外協力隊千葉 OB 会」で検索していただくことでもアクセスできますので、是非とも

ご覧ください。 

  青年海外協力隊 千葉 OB 会 ホームページ： https://jocvchiba.org/ 

メーリングリスト／Facebook グループのご案内 

 上記ホームページにて、当会のメーリングリストと Facebook グループへの参加をご案内しております。 

是非ご参加ください。 

 

連絡先  お問い合わせや会報への寄稿は info001@jocvchiba.org までお願いします。 


